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北海道教育委員会では、毎年４月と11月を「北海道学び推進月間」と定め、学力向上のた
めの各種事業に重点的に取り組むとともに、家庭学習や読書などを奨励する広報啓発活動を通
して、家庭や地域における学びの取組を一層推進することにより、「確かな学力」の向上を目
指しています。
春と秋の「北海道学び推進月間」では、学校や家庭、地域において様々な取組が行われまし

た。特色ある取組を紹介しますので、今後の取組の充実を図るため参考として御活用いただけ
ればと思います。

北海道学び推進月間の取組

家庭学習習慣の定着に向けた組織的な取組

日高町立日高小学校では、家庭学習習慣の定着、家庭学習の内容

や方法の見直し、家庭との連携をねらいとした「家庭学習強化週間」

を年間４回設定するとともに、毎回の取組について、目標時間達成

状況や課題を分析し、次の家庭学習強化週間で改善するなど、学校

全体で組織的に取組を推進しています。

また、年度当初に発達の段階に応じた、「家庭学習ガイド」を作

成、配付し、全ての児童が家庭学習について、具体的な学習内容や

家庭学習の時間のめやすを示すとともに、家庭で協力してほしいこ

とを具体的に示すなど、家庭との連携を図り、家庭学習習慣を定着

させる工夫を行っています。 【家庭学習ガイド】

「北海道学び推進月間」標語
☆最優秀作品（最優秀賞）☆

「自分から みんなに広げる 学びの輪」 北海道平取高等学校１年 川上 朱加 さん

☆☆優秀作品（奨励賞）☆☆

「学習は、未来を探す、第一歩」 北海道平取高等学校１年 川上 翼 さん

「その努力 一生ものの 宝物」 北海道平取高等学校２年 菅原 柊 さん

「未来へと 紡ぐ栞の 続きから。」 北海道静内高等学校３年 富田 真由 さん

今年度もたくさんの作品を応募いただきありがとうございました。

主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善をテーマ

とした研修会の開催

静内高校では、昨年度、学校教育目標を踏まえ、育成すべき資質・

能力を「10の力」として整理しました。「10の力」のうち、特に本

校生徒に課題の見られる「表現力」を向上するため、今年度は全て

の教科で、主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善に取り組ん

でいます。

11月13日（水）に実施した研修会では、道南地方の高校17校111名の先生方が参加する中、

産業能率大学小林昭文教授による物理の模擬授業及び講演等が行われ、生徒が主体的に学習

に取り組む授業のあり方を説明いただくなど理解を深めました。

今後も、生徒を対象としたアンケートや調査を踏まえ、教職員が一体となり授業改善を進

めます。

【模擬授業の様子】


